
葛
南
地
域
の
５
市
（
八
千
代
市
・
市

川
市
・
船
橋
市
・
習
志
野
市
・
浦
安
市
）

を
巡
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
し
ま
す
。ス
ポ
ッ
ト
は
全
20
か
所
。

昨
年
度
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
で
注
目
さ
れ
た
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
応
募
条
件
を
満
た
す
と
、
抽
選
で
地
域
の
特
産
品
セ
ッ
ト
や
カ
タ

ロ
グ
ギ
フ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
応
募
締
め
切
り

６
月
30
日
㈰

▼
応
募
方
法

下
の

コ
ー
ド
よ
り
ア
プ
リ
「
ｆ
ｕ
ｒ
ａ
ｒ
ｉ
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

県
民
の
日
葛

南
地
域
実
行
委
員
会
（
４
２
４
）８
２
８
１（
企
画
経
営
課
）

市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日
㈪
に
開
会
す
る
予
定
で
す
。
会

議
の
日
程
な
ど
は
、
開
会
予
定
日
の
約
１
週
間
前
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
請

願
・
陳
情
は
、
開
会
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
が
第
２
回

定
例
会
で
協
議
さ
れ
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

本
会
議
の
模
様
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中
継
す
る
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。
会
議
の

翌
日
（
市
の
休
日
を
除
く
）
か
ら
は
録
画
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
会
議
録
は
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
（
議
事
課
（
４
８
３
）１
１
５
１
）

生
活
排
水
に
よ
る
川
や
沼
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
自
宅
の
単

独
処
理
浄
化
槽
又
は
く
み
取
便
所
を
高
度
処
理
型
浄
化
槽
に
取
り
換
え
る

人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
の
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
環
境
政
策
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限
：
12
月
27
日
㈮
。
た
だ
し
、
補
助
申
請
額
が
予
算
に
達
し

た
場
合
は
，
そ
の
時
点
で
終
了
と
な
り
ま
す

▼
（
例
１
）
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
高
度
処
理
型
浄
化
槽
（
Ｎ
10
型
／
５
人
槽
）
に
取
り
換
え
る
場

合
の
上
限
額
：
67
万
４
０
０
０
円
（
設
置
費
）
＋
18
万
円
（
撤
去
費
）
＋

30
万
円
（
配
管
費
）
＝
１
１
５
万
４
０
０
０
円

▼
（
例
２
）
く
み
取
便

所
か
ら
高
度
処
理
型
浄
化
槽
（
Ｎ
10
型
／
５
人
槽
）
に
取
り
換
え
る
場
合

の
上
限
額
：
67
万
４
０
０
０
円
（
設
置
費
）
＋
10
万
円
（
撤
去
費
）
＋
30

万
円
（
配
管
費
）
＝
１
０
７
万
４
０
０
０
円

（
環
境
政
策
課
（
４
２
１
）６
７
６
５
）

NO.1350

「
魅
力
体
験
！
県
民
の
日  

葛
南
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
２
０
２
４
」を
開
催
し
ま
す

市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
６
月
３
日
㈪
に

開
会
し
ま
す

高
度
処
理
型
浄
化
槽
に
取
り
換
え
る
人
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

2024年 （令和６年）

インターネット
中継

会議録検索
システム

●八千代の人口 20万5,965人（＋177人）男 10万1,509人（＋12人）女 10万4,456人（＋165人） ●八千代の世帯 9万7,500世帯（＋469世帯）　3月末現在。（ ）内は前月比

▲会場を訪れた人たちは、鼓組の皆さんの力強い演奏を立ち止まって楽しんでいました

４月29日に八千代ゆりのき台つつじ祭りが５年ぶりに開催されま
した。当日は、つつじが咲き誇るゆりのき通りの一部を歩行者天国
にして、模擬店の出店やステージイベントが行われました。
ステージで演奏した八千代高校鼓組リーダーの吉鶴さんは、「お客
さんとの距離が近いところで演奏ができたので、一緒に盛り上がっ
ていく感じが楽しかったです。」と話してくれました。

満
開
の
つ
つ
じ
咲
く
ゆ
り
の
き
通
り
で

つ
つ
じ
祭
り
が
５
年
ぶ
り
に
開
催 ◆災害に備えてブロック塀の点検を………３

◆2050年ゼロカーボンシティの
　実現を目指して……………………………４
◆風水害への事前の準備を…………………５

今号の紙面から

●インターネットホームページ　https://www.city.yachiyo.lg.jp
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大規模地震に備えましょう
～家族と我が家を守るために～

　６年１月に発生した能登半島地震では、11
万棟を超える建物に被害が出ています。市で
は、木造住宅の耐震診断や耐震改修工事など
に係る費用の一部を助成しています。各補助
制度の概要は、次のとおりです。是非ご検討
ください。

　木造住宅の①耐震診断、②耐震改修、③耐震改修に伴うリフォーム工事にかかる費用を一
部補助します。補助を受けるための要件など詳細については、お問い合わせください。
●申請期間　①は12月20日㈮まで、②と③は10月31日㈭まで
● 主な申請条件　昭和56年５月31日以前に着工された２階建て以下の住宅・併用住宅（①～
③）。耐震診断の結果、耐震補強が必要とされる住宅（②③のみ）
●対象工事　②は耐震改修工事部分、③は耐震改修と併せて行うリフォーム工事（②と同時
に申請）

　マンションの耐震性を確認するために必要な①予備診断、②本診
断の費用を一部補助します。補助を受けるための要件など詳細につ
いては、お問い合わせください。
● 申請期間　６月28日㈮まで（募集枠に満たなければ、10月31日㈭ま
で申請を先着順で受付。11月１日㈮以降は、受け付けできません）
● 主な申請条件　次の条件全てに該当するもの。㋐昭和56年５月31
日以前に着工されたもの、㋑地上階数が３以上であり、延べ床面
積が1,000㎡以上である、㋒鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コン
クリート造または鉄骨造である分譲マンション

　法令に定める基準に適合しない危険なコンクリートブロック塀な
どの撤去費用を一部補助します。申請しようとするコンクリートブロ
ック塀などが補助対象か確認するため、事前相談が必要です。補助
を受けたい人は、撤去工事の契約前にお問い合わせください。
● 申請期間 12月20日㈮まで
● 補助内容　撤去工事にかかる費用の３分の２または撤去する面積
に、１㎡当たり6,000円を乗じた額のうちいずれか少ない額。補
助の限度額は10万円まで。
● 主な申請条件　次の全てに該当する危険なコンクリートブロック
塀などが対象。道路に面している塀、または避難地に隣接する塀
（避難地境界に接する部分に限る）で、事前相談による市の調査
の結果、補助対象と判断されたもの
● 対象者　コンクリートブロック塀などを所有している人

補助率 限度額（１件あたり）
①耐震診断 かかった費用の2/3  ６万円
②耐震改修 かかった費用の4/5 100万円

③耐震改修に伴うリフォーム工事 かかった費用の1/3  30万円

補助率 限度額（１件あたり）
①予備診断 かかった費用の2/3 ３万4,000円まで

②本診断 かかった費用の2/3 ４万円 /戸または
120万円のいずれか低い額

　市では、（一社）千葉県建築士会八千代支
部の協力で、耐震診断・建築相談会を開催し
ています。耐震診断では、今住んでいる木造
住宅が、どのくらい地震に強いのか、図面を
基に診断します。地震に弱いと診断された建
物には、どのような補強が必要かなどアドバ
イスもします。
　建築相談会では、耐震以外でも住宅全般に
関して、困っていることがあれば建築士がお

応えします。「住宅の経年劣化状況が気にな
っている」「修繕や改修に当たり，どのよう
な方法が考えられるか」「工事の見積もりを
とったが，第三者の立場で意見が欲しい」な
ど、気軽に相談してください。
　開催日程は右表のとおりです。耐震診断・
建築相談会は予約が必要です。予約の申込書

●６年度の開催予定日一覧
日　程 場　所 内　容

６月19日㈬ 市役所（第４会議室） 耐震診断
７月24日㈬ 市役所（多目的棟） 耐震診断
８月21日㈬ 市役所（第２会議室） 建築相談会
10月15日㈫ 市役所（第４会議室） 耐震診断
11月20日㈬ 市役所（第２会議室） 耐震診断
７年１月15日㈬ 市役所（多目的棟） 耐震診断
７年２月５日㈬ 上下水道局（会議室） 建築相談会▲ 耐震診断 ▲ 建築相談会

は、建築指導課窓口や各支所・連絡所で配布し
ているほか、市ホームページにも掲載していま
す。左下のコードからも予約手続きは可能です。

木造住宅

分譲マンション 危険なブロック塀など

この特集のお問い合わせは
建築指導課 421-6774へ

（一財）消防防災科学センター
https:www.isad.or.jp/

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す

６
月
６
日
㈭
は
終
日
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
各
種
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
民
税
課
（
４
２
１
）６
６
９
１・
戸
籍
住
民
課
（
４
２
１
）６
７
１
９
）

夏
に
向
け
て
熱
中
症
対
策
・
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
！

熱
中
症
は
、
気
温
や
湿
度
が
高
い
日
、
風
が
弱
い
日
、
急
に
気
温
が
上

昇
し
た
日
に
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
寒
暖
差
が
激
し
い
こ

の
時
期
は
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
汗
を
上
手
に
か
け
ず
、
熱

中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
対
策
・
予
防
方
法

①
本
格
的
に
暑
く
な
る
前
に
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ

ン
の
試
運
転
を
す
る
な
ど
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
②
外
出
時
は
適
宜
休
憩

し
、
日
傘
や
帽
子
を
着
用
す
る
な
ど
、
暑
さ
を
避
け
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。
③
日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
汗
を
か
き
、
暑
さ
に
備
え
た
体

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
④
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水

分
・
塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
⑤
睡
眠
を
十
分
に
取
り
、
休
息
も
定
期

的
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
づ
く
り
課
（
４
８
３
）４
６
４
６
）

ま
ち
づ
く
り
ふ
れ
あ
い
講
座
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
ふ
れ
あ
い
講
座
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
催
す
学
習
会
な
ど

に
市
の
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、
市
の
事
業
や
施
策
に
つ
い
て
の
説

明
、
職
務
に
関
連
し
た
専
門
知
識
や
技
能
を
生
か
し
た
講
義
や
実
習
な
ど

を
行
う
も
の
で
す
。
16
分
野
、
68
講
座
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
市
内
在
住

か
在
勤
・
在
学
の
お
お
む
ね
10
人
程
度
あ
る
い
は
会
場
の
制
限
人
数
以
内

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
案
内
・
支
所
や
公
民
館
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
生
涯
学
習
振
興
課
（
４
８
１
）０
３
０
９
）

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

自
治
会
で
は
、
温
か
く
住
み
よ
い
街
を
つ
く
る
た
め
、
会
員
同
士
が
力

を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
賃
貸
住
宅
、
社
宅
ま
た
は
寮
に
居
住
し

て
い
る
世
帯
や
、
一
人
暮
ら
し
の
学
生
も
自
治
会
へ
加
入
で
き
ま
す
。
自

治
会
に
加
入
し
た
い
と
き
は
、
各
地
区
の
班
長
か
自
治
会
長
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
新
規
結
成
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
主
な
活
動

①
ふ
れ
あ
い
の
街
を
つ
く
る
親
睦
活
動
、
②
美
し
い
街
を

つ
く
る
環
境
美
化
活
動
、
③
安
心
の
街
を
つ
く
る
防
犯
・
防
災
活
動
な
ど
。

詳
し
い
活
動
内
容
は
、
地
域
の
自
治
会
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

①
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
が
る
、
②
い
ざ
と
い
う
と

き
に
協
力
や
助
け
合
い
が
で
き
る
、③
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
で
き
る
。

詳
し
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
（
４
２
１
）６
７
１
８
へ
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危険なブロック塀がもたらす影響
　平成30年に発生した「大阪府北部を震源と
する地震」では、倒壊したブロック塀に巻き
込まれ、尊い命が失われました。また、令和
４年１月に発生した「日向灘地震（大分県）」
や、６年１月に発生した「能登半島地震（石
川県）」でもブロック塀の倒壊がありました。
これらの多くは、現在の法令に定める基準に
適合しない、いわゆる「危険なブロック塀」で
あることがわかっています。
　危険なブロック塀は人命を脅かす凶器とな
る恐れがあるばかりか、事故が発生した場合
に、その所有者に対して多額の損害賠償責任
が問われる可能性もあります。
　また、倒壊したブロックが道路を塞いで、
被災者の避難や救助活動の妨げとなることも
あります。
　（一社）全国建築コンクリートブロック工業
会のホームページでは、阪神淡路大震災と同じ
振動を、現行基準に適合した安全な塀と、適合
していない危険な塀に与えたと
きの様子を動画でわかりやすく
紹介しています。右のコードか
ら動画を見ることができます。

被害を少なくするために
普段歩く道も点検を
　（一社）日本建築防災協会のホームページで
は、既存のブロック塀などのチェックポイン
トを示した啓発チラシが公開さ
れています。自宅にブロック塀
がある人は、右のコードから確
認し、点検しましょう。
　自宅にブロック塀のない人も、普段から通
行する道や通学路の安全点検をして、道沿い

に高いブロック塀がある場合は、なるべくブ
ロック塀から離れる、他の道を通行するなど
の対策を心掛けましょう。

　固定資産税などの住宅用地特例を受けている建物を除却して更地にすると、特例の適用
がなくなり、その土地に係る税額が高くなることが、空家が放置される要因の一つといわ
れています。放置された空家は建物の老朽化などが進み、地域に危険をおよぼす恐れがあ
ります。
　市では、地域の生活環境の改善を図ることを目的に、老朽化した空家（昭和56年５月31
日以前に着工された住宅に限る）を除却した土地について、住宅用地特例が適用された場
合と同様に固定資産税などを減免し、老朽化した空家の除却の促進を図っています。減免
期間は２年間です。詳しくは市ホームページか建築指導課 421-6774へ。

分からないときは専門家へ

■点検や施工について
（公社）日本エクステリア建設業協会千葉県
支部 043-292-1435

■点検のみの場合
（公社）千葉県建築士事務所協会 
043-224-1640
または（一社）千葉県建築士会八千代支部 
409-0831

■施工のみの場合
八千代市建設業協会 483-1771

災害に備えて
ブロック塀を点検しましょう
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　近い将来発生が予測される大地震に備えて、市では市街地の安全を確
保するため、既存建築物の耐震化の促進に加え、危険なコンクリートブ
ロック塀の撤去や使用しない老朽建築物（空家）の除却を促進しています。

出展：（一財）消防防災科学センター出展：（一財）消防防災科学センター

老朽化した空家を除却した土地の固定資産税などを減免します

▲ 建物の外壁が朽ちて、倒壊のおそ
れがあります

▲ 防犯性が低下し、不審者の侵入な
どが起きやすくなります

▲ ごみが不法投棄され、火災などが起
きる可能性があります

出展：（一財）消防防災科学センター出展：（一財）消防防災科学センター
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　市は、温暖化対策に係る社会情勢の変化を受けて、「八
千代市第３次環境保全計画（改訂版）」及び「八千代市地域
脱炭素ロードマップ」を策定しました。ゼロカーボンシテ
ィの実現に向けて、ご協力をお願いします。この特集のお
問い合わせは、ゼロカーボンシティ推進室 421-6767へ。

％削減することを目指し、2050年度に向けて
はこれに加えて「みらい」に基づいた取り組
みを推進することでゼロカーボンシティの実
現を目指しています。

●ゼロカーボンシティ推進室の設置
　ゼロカーボンシティ実現のためには、一人
ひとりの生活や企業の事業活動におけるエネ
ルギー消費を抑えるとともに、再生可能エネ
ルギーなどを積極的に活用していく必要があ
ります。これらに関する施策を推進していく
ため、脱炭素に特化した専門部署として、ゼ
ロカーボンシティ推進室を設置し、情報発信
などの取り組みを進めています。
●皆さんの協力が必要です
　今後も引き続き目標達成に向け、市から率
先して脱炭素に取り組んでいきます。市民及
び事業者の皆さんも引き続きご協力をお願い
します。オール八千代でゼロカーボンシティ
を実現させましょう。
　以下の脱炭素に向けた取り組みの例を参考
に、自身のライフスタイルに取り入れられそ
うなことからご協力をお願いします。詳しく
は右下のコードから環境省デコ活へ。
【取り組み例】
• 食事を食べ残さない
• 宅配便は一度で受け取る
• ゴミの分別処理
• 省エネ家電の導入
• 太陽光発電の導入
• 断熱住宅に住む
• 次世代自動車の導入　など

●改訂の背景
　市は「八千代市第３次環
境保全計画」を策定し、同計
画に含まれた「八千代市地
球温暖化対策実行計画（区
域施策編）」において、市
域からの温室効果ガス排出
量の削減目標を2013年度比
で22％削減と定めました。その後、国の温室
効果ガス削減目標が変わり、本市もより高い
目標設定が求められることとなり、同計画を
改訂しました。
●主な改訂の内容
　市域からの温室効果ガス排出量の削減目標
を2013年度比で22％削減としていたものを40
％削減とし、更なる高みを目指すこととした
ほか、「八千代市地域気候変動適応計画」を
策定し同計画の中に盛
り込みました。また、
施策の内容についても
見直しを行いました。

　地球温暖化の原因となっている温室効果ガ
スにはさまざまなものがあります。その中で
も、最も影響があると言われるものが、二酸
化炭素です。産業革命以降、化石燃料の使用
が増えるにつれ、大気中の二酸化炭素の量も
増えています。
　地球に降り注ぐ太陽の光が地面を温め、地
表から放射される熱を、温室効果ガスが吸収
して大気を温めています。温室効果ガスが大
量に排出されることによって、大気中の濃度
が高まり、熱の吸収が増えすぎてしまい、地
球の気温が上昇しています。これが地球温暖
化です。

　私たちの暮らしは、地球温暖化に大きな影
響を及ぼしています。自動車、エアコン、テ
レビなどの便利な道具は、大量の二酸化炭素
を出します。現在は、工場や自動車が増え、
便利になった反面、二酸化炭素の排出が多い
暮らしになりました。
　八千代市立小・中・義務教育学校では、全
校でＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）
の推進を学校教育の重点目標に掲げていま
す。ＳＤＧｓの17の目標を教育課程に取り入
れ、ＳＤＧｓの達成に寄与する児童生徒の育
成を目指しています。廃棄する際のエネルギ
ーの無駄遣いを減らすために、着なくなった

洋服や、資源ごみなどの回収を行っています。
　大和田南小では、学校で自分たちが１か月
に使った電力量を表にして、廊下に張り出し、
可視化することで、電気の使い過ぎを意識す
ることができました。これまで以上に、使わな
い教室の電気を消したりすることで、前年比
で9.6％の電力量を削減することができました。

●目的と対象期間
　「脱炭素ロードマップ」
は、市が宣言したゼロカー
ボンシティの実現に向けて、
温室効果ガス排出削減目標
や取り組みについて示した
ものです。対象期間は2050
年度までです。
●実現に向けたキーワード
　「脱炭素ロードマップ」では、ゼロカーボ
ンシティ実現に向けて、「ひと」「まち」「み
らい」の３つのキーワードを掲げています。
　「ひと」はライフスタイル・社会システム
の変革を、「まち」は地域全体への既存技術
の普及を、「みらい」は革新的技術の早期実
装を意味しており、それぞれに関連した取り
組みを進めていきます。
●脱炭素シナリオ
2030年度に向けた削減対策については「ひ
と」「まち」に基づいて取り組むことで市域
からの温室効果ガス排出量を2013年度比で40

この特集のお問い合わせは、
指導課 ４81-0301へ

▲ 環境省デコ活
ホームページ

▲ 表は子ども達が作成しました
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　台風や豪雨は到来時期や規模を事前にある
程度予測できます。自宅の周辺にどのような
危険性があるかをあらかじめ確認し、避難経
路を確認しておきましょう。
　防災ハザードマップは、右の
コードから市ホームページのＷ
ｅｂ版をパソコンやスマートフ
ォンなどで閲覧できるほか、危
機管理課・各支所の窓口でも紙
版のハザードマップを配布しています。
　過去には、他市において道路に隣接する斜
面が、雨が降っていないにもかかわらず崩壊
し、歩道の歩行者が土砂に巻き込まれ亡くな
った事故が発生しています。風化が進行した
斜面やがけは、突然崩壊する危険性があるた
め注意が必要です。
■斜面点検時のポイント
　①斜面の亀裂、②浮き石、③落石がある場
合は、風化の進行により斜面が不安定になっ
ている可能性があるため注意が必要です。
　また、植生が貧弱な場合は風化が進みやす

いため、特に注意が必要です。

　すぐに避難できるよう、日ごろから非常持
ち出し品の準備をしましょう。持ち出し袋は、
徒歩での避難を考慮して無理なく背負える量
にしましょう。主な非常用持ち出し品は、下の
リストを使ってチェックしてみましょう。
【主な非常用持ち出し品リスト】

飲料水 携帯充電器

最低３日分の食料 軍手

懐中電灯 洗面具

携帯ラジオ ウェットティッシュ

救急セット（常備薬） タオル

お薬手帳 雨具

使い捨てカイロ 下着などの衣類

予備電池 携帯トイレ

マスク 現金などの貴重品

　警戒レベルは、下の表のように５つの段階
に分かれています。レベル３では高齢者など

避難に時間を要する人が避難を開始し、レベ
ル４では発令された区域の住民は危険な場所
からただちに避難しましょう。
　避難情報に関わらず、身の危険を感じたと
きはすぐに行動してください。

　市では、防災無線をはじめ、ホームページ、
やちよ情報メール、Ｘ（旧ツイッター）、市Ｌ
ＩＮＥ公式アカウントなどを使って防災や緊
急時の情報をお知らせしています。
■市ホームページ　市ホームページのトップ
ページ内の「もしものとき」から、「防災行
政用無線」「防災メール」で最新の配信情報
や履歴を確認できます。
■やちよ情報メール（事前登録が必要です）
　防災・防犯などの情報を、あらかじめ登録
したメールアドレスへ配信しています。また、
防災行政用無線で放送した内容も確認できま
す。右下のコードを読み取るか、 bousai.
yachiyo-city@raiden3.ktaiwork.jp へ空メ
ールを送って登録してくださ
い。迷惑メールとして認識され
ないように、「@city.yachiyo.
chiba.jp」からのメールを受信
できるように設定してください。
■Ｘ（旧ツイッター）　防災・緊急情報など
を発信します。パソコンや携帯電話・スマー
トフォンなどで見られます。原則、フォロー
や返信は行いません。
■市ＬＩＮＥ公式アカウント（ライン）　防
災・緊急情報などを発信します。原則とし
て返信は行いません。ＬＩＮ
Ｅ「ホーム」画面から「友達追
加」で「検索」を選び、ＩＤ「@
yachiyo_city」で検索して友
だちに登録できます。
■ＶａｃａｎＭａｐｓ（バカンマップ）　避難
所の混雑状況を ｢空いている」｢やや混雑」
「混雑」「満」の４段階で確認で
きます。右のコードを読み取り、
いつでも確認できるよう、お気
に入りなどに登録をお願いしま
す。
■自動電話応答サービス 0120-970-911　防
災無線で放送した内容を24時間記録し、電話で
その内容を確認できます。通話料は無料です。

　６月からは、大雨や土砂災害などの風水害が発生しやすい時
期になります。災害の発生を防ぐことはできませんが、被害を
減らすことはできます。被害を最小限に抑えるためには、私た
ち一人ひとりが日ごろの備えを十分に行うことが大切です。私
たちに日ごろの備えとして何ができるのか考えましょう。

▲ハザードマップ

▲やちよ情報メール

▲VacanMaps

▲ＬＩＮＥ

警戒レベル 避難情報など 避難行動（とるべき行動）

市
が
発
令

レベル5 緊急安全確保 すでに災害が発生している状況です
命を守るための最善の行動をとりましょう

レベル4 避難指示

①「浸水想定区域」や「土砂災害警戒区域」などに住んでいる
人は、速やかに避難しましょう、②避難先までに移動が危険と
思われる場合、近くの高い建物や自宅の中でも二階に上がるな
ど、より安全な場所に避難しましょう

レベル3 高齢者等避難
①高齢者、障害のある人、乳幼児など、避難に時間を要する要
配慮者とその支援者は避難しましょう、②その他の人は、避難
の準備を整えましょう

気
象
庁
が
発
令

レベル2 大雨注意報
洪水注意報

避難に備え、浸水ハザードマップなどで、自らの避難行動を確
認しましょう

レベル1 早期注意情報
（警報級の可能性）

今後は、大雨警報などが発表される可能性があります
気象情報に注意して、災害への心構えを高めましょう

この特集のお問い合わせは、
危機管理課 ４21-6716へ
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健課 475-5152
■小児慢性特定疾病医療受給者証更
新手続きのお知らせ
　郵送での申請にご協力ください。
　▶日時／場所　６月３日㈪～７月
26日㈮（土曜・日曜日、祝日を除く）
午前９時～正午、午後１時～５時／
習志野保健所　▶問い合わせ　地域
保健課 475-5153
■特定医療費（指定難病）受給者証
更新手続きのお知らせ
　更新対象の人には、６月初旬まで
に更新必要書類をお送りします。申
請手続きは、原則として郵送でお願
いします。
　▶日時　①有効期間が９月30日ま
での人は７月１日㈪～７月31日㈬、
②有効期間が12月31日までの人は７
月１日㈪～９月30日㈪　▶問い合わ
せ　地域保健課 475-5153

大和田公民館 482-0845
◆ヨガ体操教室・全２回
健康で快適な生活送って

いくためには適切な運動が必要で
す。初心者向けにヨガ体操を楽しく
学びます。健康増進やヨガ体操に興
味のある人ぜひ参加しませんか。市
内在住か在勤の成人対象。先着10人。
タオル、飲み物持参　時６月18日㈫・
25日㈫午前10時～正午　申５月15日
㈬午前９時から電話か直接同館へ
阿蘇公民館 488-1185　◆「尺八
を体験してみよう！」～可能性にチ
ャレンジ～・全８回　市内在住か在
勤の成人対象。抽選10人。室内履き、
飲み物持参　時６月18日、７月２日・
16日、８月20日、９月３日・17日、
10月１日・15日、いずれも火曜日午
後２時～４時　申５月15日㈬午前９
時から20日㈪までに右下のコードか
ら電子申請か電話または
直接同館へ。結果は当選
者のみ25日㈯までに通知
八千代台公民館 483-5553　◆大
人の茶道体験～気軽にお抹茶を楽し
もう～・全３回　自分時間をお抹茶
と共に過ごしませんか。市内在住か

ファミリー・サポート・セン
ターの謝礼金を変更します
　お子さんの預かりや保育施設への
送迎など、一時的・補助的な支援を
行う相互援助活動の謝礼金が６月１
日㈯より変更になります。活動内容
の変更もありますので詳しくは下の
コードからＨ

ホームページ

Ｐへ（ファ
ミリー・サポート・セン
ター 411-6748）

ファミリー・サポート・
センターの協力会員

　ファミリー・サポート・センター
有償ボランティアの協力会員を募集
しています。性別や資格などは問い
ませんが、基礎研修会の受講が必要
です。
　▶基礎研修会の日時／場所　６月
14日㈮午前９時30分～午後３時10分
／市民会館　▶申し込み　６月７日
㈮までに電話で同センター 411-
6748へ（平日午前９時～午後４時）

（子ども保育課）

１歳６か月児・
３歳児健康診査

　お子さんの発育・発達や生活習慣、
子育ての状況などを、かかりつけの
医師と確認できる大切な機会です。
対象者には個別通知します。転入な
どで通知が届かない場合にはご連絡

産後の生活についてパートナーと話
してみましょう。各回24組。市内在
住のはじめて赤ちゃんを迎える夫婦
対象。なるべく妊娠７か月前後を目
安に受講を。２人目以降の場合は要
相談。受講前に下のコードで事前学
習を。母子健康手帳、筆記用具、バ
スタオル持参。
　▶日時　６月15日㈯①午前９時55
分～11時30分、②午後１時25分～３
時。いずれも15分前から受け付け　
▶場所　保健センター　▶申し込み 
アプリ「やちよ子育てナビから」予約

◀
事
前
学
習

◀
や
ち
よ

子
育
て

ナ
ビ

乳がん検診
（マンモグラフィ）

　４～９月生まれの人は、医療機関
での受診期限が10月末までです（10
月末までの受診が難しい場合は、各
医療機関へ要相談）。対象者（40歳
以上で前年度未受診者）には受診券
を送付しています。９月以降になる
と医療機関が大変混み合います。５
～６月は比較的受診しやすいので、
早めに予約し受診してください。問
い合わせは健康づくり課へ

成人男性を対象とした
風しん第５期定期予防接種
　昭和37年４月２日から54年４月１
日までの間に生まれた男性を対象と
した、風しん抗体検査及び予防接種
を６年度も実施します。
　これまで抗体検査を受けていない
人は、５年度に発行したクーポン券
を７年２月まで引き続き使用可能で
す。手元にクーポン券がない人は再
発行しますので、健康づくり課まで。
　抗体検査は、職場の健診や特定健
診の機会にも受けられますので、受
診の際は職場または医療機関などに
問い合わせください。
　▶場所　全国の協力実施機関　▶
費用　無料

習志野保健所から
■精神保健福祉相談（予約制）
　精神疾患や心の健康について、精
神科医が相談をお受けします。
　▶日時／場所　６月４日㈫ 午後
２時から／八千代市障害者福祉セン
ター、６月11日㈫午後２時から／習
志野保健所　▶問い合わせ　地域保

ください。
　▶対象　１歳６か月児健康診査は
１歳６か月～２歳未満。３歳児健康
診査は３歳４か月～４歳未満です。
※１歳６か月児健康診査の歯科健診
は１歳10・11か月頃に保健センター
で行います。詳しい日程は、封書で
お知らせします。問い合わせは母子
保健課へ

産後ケア事業で出産後をサポート
　産後ケア事業実施施設に宿泊する
「宿泊型」と、通所する「デイケア型」、
助産師に訪問してもらう「訪問型」
により、お母さんと赤ちゃんのケア
や育児相談などを受けられます。
　産後、家族などから十分な家事や
育児などの援助が受けられず、心身
の不調や育児などに不安があり支援
を必要とする母子が対象。利用期間
は「宿泊・デイケア型」は産後４か
月未満、「訪問型」は産後１年未満
です。所得に応じた自己負担があり
ます。詳しくは母子保健課へ

離乳食教室
　栄養士による離乳食の進め方につ
いての講話、離乳食の試食（保護者）
などを行います。市内在住の生後７
か月～１歳くらいの子を持つ保護者
対象。先着15組。
　▶日時　５月17日㈮午前11時～午
後０時10分、午後２時～３時10分の
いずれか。15分前から受け付け　▶
場所　保健センター　▶申し込み　
アプリ「やちよ子育てナビ」から予約

ハローベイビー教室
（妊娠・出産編）
　はじめて赤ちゃんを迎える人が妊
娠、出産についてイメージできるよ
う助産師などの専門職による講話を
行います。各回20人。市内在住のは
じめて赤ちゃんを迎える妊婦対象
（パートナー可）。なるべく妊娠７か
月前後を目安に受講を。２人目以降
の場合は要相談。母子健康手帳、筆
記用具持参。
　▶日時　６月21日㈮①午後１時15
分～２時35分、②午後２時45分～４
時５分。15分前から受け付け　▶場
所　保健センター　▶申し込み　ア
プリ「やちよ子育てナビ」から予約

ハローベイビー教室
（子育て編）
　赤ちゃん人形を使った沐浴実習や

５
月
の
納
期

納期限は５月31日㈮です
スマホアプリで納付ができます。
または、納め忘れのない口座振替
が便利です
軽自動車税…………………全期

出動件数 ４月 １～４月
救急 832件 3,816件

火災・その他 49件 240件

火災・救急時には 番119
救急車の適正利用に
ご協力ください

５
月
の
献
血

●25日㈯午前10時～11時30分、
午後１時～４時30分、フルルガ
ーデン八千代（八千代市献血
推進協議会）
　混雑回避のため、なるべく
事前予約をお願いします。予
約方法の問い合わせは、千葉
県赤十字血液センター登録課
0120-892-760

（平日午前９時～午
後５時）

夜間・休日
急病診療

◆ 急病のときは、
まず、当番医で受診を
テレホン案内
内科系（小児科）
482－6870

外科系・その他の科目
482－6871

歯科 482－6872
※ 小児科・その他の科目は、日
曜・祝日・年末年始の8:30～
17:00のみ。歯科は、日曜・祝
日8:30～13:00、年末年始
は8:30～17:00のみ

月～金曜日
19:00～翌８:30
土曜日
17:00～翌８:30
日曜日・祝日
年末年始
8:30～翌８:30

つながらないときは、市役所 483ー1151か
消防本部 459ー2441へ。当番医は、市ホーム
ページでも見られます。

やちよ夜間小児急病センター 東京女子医科大学
八千代医療センター内

平日･土曜19時～23時
日曜･祝日･年末年始18時～21時
458－6090

※時間外 450－6000へ

具合が悪くなり、当番医での受診が必要か判断に迷
う時などに看護師や医師が電話で相談に応じます。

【小児】こども急病電話相談
毎日19時～翌朝8時局番なしの ＃8000
※ダイヤル回線、IＰ電話、光電話からは
043-242-9939

【小児以外】救急安心電話相談
平日・土曜18時～翌朝８時、日曜・祝日・年末年始・GW
9時～翌朝８時局番なしの ＃7119
※ダイヤル回線、IＰ電話からは
03-6810-1636

■アーチェリー　市内在住か在
勤・在学の小学４年生以上対象。
インドア　時５月18日㈯　所市民
体育館　申当日午前９時までに直
接会場へ。問い合わせは、市アー
チェリー協会・田中 482-6453へ
■弓道　近的・個人戦。市内在住
か在勤・在学の人、市弓道連盟会員
対象　時６月９日㈰　所市民体育
館　申事前申し込み
は電話で市弓道連盟・
山屋 090-5492-6315
へ。当日は午前９時
までに直接会場へ

市民体育大会
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在勤・在学の人対象。抽選５人。白
い靴下、飲み物持参　時６月13日・
27日、７月11日いずれも木曜日午前
10時～11時45分　 費全３回で2,000
円　申５月15日㈬午前９時から23日
㈭午後９時までに右下のコードから
電子申請か電話または直
接同館へ。結果は当選者
にのみ27日㈪までに通知
◆家庭教育学級～思春期における親
の集い～・全３回　揺れる思春期の
お子さんの気持ちの寄り添い方を考
えてみませんか？市内在住か在学の
小学５年生～中学生の子どものいる
保護者対象。抽選10人（定員を超え
た場合）。筆記用具、飲み物持参　
時６月18日、７月16日、９月10日い
ずれも火曜日午前10時～11時45分
（７月16日のみ午前10時～午後２時
まで）　費７月16日のみ500円　申５
月15日㈬午前９時から28日㈫午後９
時までに右下のコードから電子申請
か電話または直接同館
へ。結果は当選者にのみ
31日㈮までに通知
村上公民館 485-5452　◆スマホ
初心者教室（夏講座）・全２回　市内
在住か在勤・在学の成人対象。先着
10人。自分のスマートフォン、筆記
用具、飲み物持参　時６月12日㈬、19
日㈬午前10時～11時30分　申５月15
日㈬午前９時から電話か直接同館へ
◆健康に暮らすための生活習慣につ

いて「糖尿病、動脈硬化」薬剤師か
らのアドバイス・全３回　市内在住
か在勤・在学の成人対象。先着16人。
筆記用具、飲み物持参　時６月10日、
24日、７月８日いずれも月曜日午前
10時～11時30分　申５月15日㈬午前
９時から電話か直接同館へ
睦公民館 450-2390　◆超簡単ス
マホ講座　初心者向けにスマホの基
本操作、写真撮影、二次元コードの
読み取りやＬＩＮＥの使い方につい
て学べる講座です。市内在住か在勤・
在学の人対象。抽選９人。自分のス
マートフォン、筆記用具、上履き、
靴入れ用袋持参　時５月31日㈮午後
１時30分～３時30
分　申５月15日㈬午
前９時から21日㈫午
後５時までに右下の
コードから電子申請
か電話または直接同館
へ。抽選結果は当選者に
のみ23日㈭までに通知

勝田台図書館 484-4946
◆大人のための朗読を楽
しむ会　虹の会による、

小説やエッセイ、文学作品などの朗
読会です。耳で聴く読書を楽しんで
みませんか。先着10人　時５月25日
㈯午後１時30分～２時30分　申当日
直接同館へ
◆中高生のための手話体験講座　市
聴覚障害者協会の人から、手話を使

ったコミュニケーションについて教
わります。中学１年生～高校３年生
対象。先着10人　時５月26日㈰午前
10時～11時30分　申５月15日㈬午前
９時から電話か直接同館へ
◆おやこでペーパーファンをつくろ
う！　紙のはなかざりをおうちのひ
ととつくってかざりましょう。４歳
～小学６年生対象（保護者同伴）。先
着６人　時６月９日㈰午前10時～11
時30分　申５月15日㈬午前９時から
電話か直接同館へ

郷土博物館 484-9011
◆第１回やち博講座「や
ちよの弥生時代・古墳時

代」　市内の弥生時代から古墳時代
までの遺跡や遺物について概説しま
す。先着50人　時６月23日㈰午後１
時30分～３時　申５月15日㈬午前９
時から電話か直接同館へ

男女共同参画センター
485-6505　◆男女共同
参画週間事業「被災地か

ら学ぼう！命と健康を守る避難生
活」　災害時にどのようなことが起
きるのかを知れば、自分たちに何が
できるのか分かり、備えることがで
きます。被災地の支援活動に携わり、
国や自治体の防災政策にも関わる講
師から阪神・淡路大震災、能登半島
地震などの避難生活の話を聞いて考
えます。市の防災担当職員が災害想
定や避難所運営についての講話も行
います。市内在住か在勤・在学の人
対象、先着100人　時６月23日㈰午
後１時30分～４時　所八千代台東南
公共センターホール　申電話か直接

窓口（午前９時～午後５時）かメー
ル（件名を「男女共同参画週間事業」、
本文に氏名・電話番号・住所・年齢
を記載）を danjo@city.yachiyo.
chiba.jp へ
農業交流センター 406-4778　◆タ
イ料理講座　野菜をたっぷり使って
タイ風汁麺と揚げ春巻きを作ります。
先着16人。エプロン、三角巾、布巾、
台布巾、筆記用具、飲み物持参　時
６月７日㈮午前10時30分～午後１時 
費2,000円　申５月17日㈮
午前９時から道の駅やち
よＨＰより申し込み
◆家庭料理講座　初夏の野菜で栄養
バランスのとれた作り置き総菜を作
ります。先着16人。エプロン、三角
巾、布巾、台布巾、筆記用具、飲み
物持参　時６月13日㈭午前10時30分
～午後１時　費2,000円 
申５月17日㈮午前９時
から道の駅やちよＨＰ
より申し込み

　▶参加資格　市内在住か在勤・在
学の人対象。（市外の人も参加可能）　
▶種目　男女各種目別／リレーを除
き一人２種目、希望により100ｍ・
200ｍ個人メドレーは泳力検定（日
本水泳連盟）も兼ねます。小学生の
飛び込み台からの飛び込み禁止（検
定時は可）　▶日時　６月23日㈰午
前９時から受付、10時10分競技開始、
午後２時頃終了／昼食時間なし　▶
場所　セントラルスポーツ生涯学習
プラザ。駐車場は用意できませんの
で公共交通機関のご利用を　▶費
用　１種目700円、泳力検定者は受験
料500円が加算されます。６月１日㈯
までに千葉銀行勝田台支店、普通預
金、口座番号3614579、八千代市民
水泳大会宛に振り込んでください
（手数料参加者負担）。検定合格者は
申請料700円を当日徴収します。な
お、振込後のキャンセル（返金）は

できません　▶申し込み　往復はが
きに①氏名（フリガナ）、②生年月日
（西暦）、③性別、④年（学年）、⑤
住所、⑥電話番号、⑦学校名又は所
属団体、⑧参加種目、⑨エントリー
タイム、⑩検定受験の有無、⑪返信
面に住所を記入し、６月１日㈯消印
有効で〒276-8799八千代郵便局留八
千代市市民水泳大会事務局へ郵送。
または下記メールアドレスまでお申
し込みください。水泳協会・中村修
nakamuraosanu@msn.com 小・

中学生はハガキに保護者の署名また
は押印が必要。団体申し込みは保護
者署名・押印不要です。表彰は、男
女個人種目１～３位賞状（小学生に
限り１位の選手にやっちデザインの
バッチを授与します）その他の参加
選手には記録証、泳力検定合格者は
認定証と認定バッチを後日郵送しま
す。保険は主催者が加入するスポー
ツ保険の範囲内で対応します。
　問い合わせは、水泳協会・白取
090-6474-7861へ、障がい者について
は、午後８時以降に新谷 482-9844へ

市民水泳50回記念大会
の参加者

　市民の皆さんからの依頼に基
づき掲載しておりますので、内容
についての責任は負いかねます。

◆勝田台グランドゴルフ同好会
毎月土曜・日曜日にグランドゴ
ルフを楽しんでいます。午前８
時30分～11時、勝田台南小学校。
年2,000円。小林 483-8926
◆八千代将棋サークル　将棋の
自由対局により会員の親睦と棋
力の向上を図ります。第１土曜
日、第３月曜日午前９時～午後
４時30分、八千
代市福祉センタ
ー。入会500円、
年2,000円。安部
484-3487
◆リズム＆ストレッチ　ストレ
ッチ、リズム運動。第２・４金
曜日午前９時30分～11時30分、
高津公民館。入会1,000円、月
2,500円。小椋 450-6762
◆緑水会　裏千家茶道を学び会
員相互学習の向上及び親睦を深
めます。初心者歓迎します。第
２・４水曜日午後１時～５時、
緑が丘公民館。入会2,000円、
月2,000円（別途、水屋代500円）。

太田 450-5785
◆八千代デッサン会　人物モデ
ルを使った、絵の勉強を行いま
す。月１回、土曜日又は日曜日午
後１時～３時30分、八千代東南公
民館。月2,000円。誉田 070-4318-
6991（午後４時～８時受付）
◆無

む

雙
そう

直
じき

傳
でん

英
えい

信
しん

流
りゅう

居合道「秋葉
道場」　定められた武技を通じ
て身体を鍛え、正しい礼儀と礼
式を身につけます。性別、年齢
問わず。毎週日曜日午前９時～
11時（または正午）、第１日曜日
勝田台中央公園小体育館、第２・
４勝田台小学校体育館、第３八
千代市民体育館。入会2,000円、
月3,000円。馬場 484-4840
◆ハイビスカス（フラダンス）
わかりやすく丁寧な指導。ゆっ
たりした動きで無理なく続けら
れます。土曜日（月４回）午前
10時～11時45分、小板橋公会堂。
入会1,000円、月3,000円。望田
080-5420-9496
◆八千代竹細工同好会　竹細工
の製作を通して会員相互の親睦
を深め、知識や技術の向上を目
指します。第１土曜日午後１時
から４時、郷土博物館。入会
2,000円、年3,000円。井上 090-
5505-0139

学年齢
種　目

小学生 中学生
高校生

一般・30歳以降
10歳きざみ 障がい者1～2年 ３～4年 ５～6年

フリー
リレー

100ｍ（25ｍ×4人）男子、女子、混合、費用1チーム1,000円（当日徴収）。
参加チーム責任者は申し込み時にチーム名、オーダー記入。混合は男子
2名女子2名

バタフライ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ 50ｍ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ
背泳ぎ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ 50ｍ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ
平泳ぎ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ 50ｍ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ
自由形 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ 50ｍ 25ｍ・50ｍ 25ｍ・50ｍ
個人メドレー
（兼検定） 100ｍ・200ｍ 100ｍ・200ｍ 100ｍ・200ｍ 100ｍ・200ｍ 100ｍ・200ｍ なし

ふれあい
リレー

大会参加者が4人以上いれば当日編成できます。泳法や距離は自由です
全員泳ぐことが条件、男女混合可（200ｍ）。賞状・記録証はありません。

　▶収穫時期　６月15日㈯～30日
㈰　▶場所　法人島田体験農場　
▶募集区画　500区画（一人３区
画まで）　▶費用　１区画（10株）
2,000円　▶持ち物　スコップ、軍
手、長靴、じゃがいもを入れる袋、
作業に適した服装着用　▶申し込
み　５月25日㈯から道
の駅やちよＨＰより申
し込み（先着順）

じゃがいも収穫体験
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●八千代伝統文化親子教室特別講座・江戸がたり
を楽しもう　人情味にあふれていた江戸時代のこ
とを現代に伝える読み語り。子どもはもちろん大
人も楽しめます。５月25日㈯午前10時30分～11時
30分。緑が丘公民館。受講希望者は当日直接会場
へ。八千代伝統文化普及会・奥山 090-9014-3181
6459-9360 yachiyodentoubunka@gmail.
com
●紙芝居まつり　紙芝居・パネルシアターなど年
齢に合わせた楽しいおはなし会です。先着40人。
５月26日㈰幼児～小学生の部午後１時～１時40分。
小学生～大人の部午後２時15分～３時30分。福祉
センター。語りの会やちよ・真鍋 080-6502-4455
manabe445@yahoo.co.jp

●手話のたまり場　耳の聞こえない人も聞こえる
人も雑談のような感覚で自由におしゃべりしませ
んか。手話を学びたい人、耳の聞こえない人と交
流したい人は大歓迎です。５月29日㈬午前10時～
正午。福祉センター。八千代身体障害者福祉会き
らめき支援センター 6485-8822
●八千代市伝統文化和装礼法親子教室・全10回
浴衣の着付けとマナーを親子で学びます。定員30
人。６月22日・29日、７月13日・27日、８月31日、
９月７日・21日、10月５日・19日、11月２日いず
れも土曜日午後２時～４時。八千代台東南公民館。
５歳～高校生3,000円、大人5,000円（10回分）。八
千代市伝統文化和装礼法親子教室実行委員会
474-80306474-8101 kksiun0525@gmail.com
●ワイワイみんなの歌会　皆さんのリクエストで
楽しく歌いましょう。女声合唱団コールひばりが
出演。６月２日㈰午後２時～４時30分。八千代台
文化センター。申し込み不要。ワイワイ音絵体ク
ラブ・加藤 6482-5228

■精神障害者家族対話の集い　精神障害者を身内
に持つ家族を対象に、「令和６年度　精神障害者
への福祉について」をテーマにした対話の集いを
行います。講師は習志野保健所の相談員です。５
月23日㈭午後１時30分～３時45分、プラッツ習志
野（習志野市中央公民館）北館集会室１。申し込
みは、電話またはファクスで習志野八千代心の健
康を守る会・渡邊 6453-6760へ
■印旛沼観光船による印旛沼観察会　観光船に乗
って印旛沼の観察会を実施します。印旛沼流域市
町在住の人120人。応募者多数の場合は抽選。
　▶日時　６月25日㈫※悪天候の場合は、28日㈮
に順延　▶場所　佐倉ふるさと広場　▶参加費　
100円（保険料込み）　▶問合せ・申し込み先　（公
財）印旛沼環境基金 043-485-0397 https://www.
i-kouiki.jp/imbanuma/申込締切は６月３日㈪
午後５時まで

■紙おむつの当て方教室　適切な紙おむつの使い
方や選び方、疑問に感じていることなど一緒に学
びませんか。先着20人。
　▶日時　７月５日㈮午後２時～３時　▶場所　
福祉センター　▶申し込み　６月28日㈮までに社
会福祉協議会 483-1171へ申し込み
■千葉県信用保証協会が創業スクールを開催　経
験豊かな中小企業診断士が講師となり、創業計画
の作成をサポートします。最終日には創業経験者
からの講演も実施。必修課程の修了者は創業支援
等事業の制度利用特典が受けられるようになりま
す。別途申請必須。県内での創業を考えている人、
創業して間もない人対象。抽選30人。
　▶日時　７月13日～８月３日の毎週土曜日　▶
会場　幕張テクノガーデン　▶受講料　無料　▶
募集期間　５月31日㈮～６月14日㈮　▶申し込み 
千葉県信用保証協会のＷＥＢサイトより受付　
▶問い合わせ　千葉県信用保証協会 043-239-
3281

ミニ・ガイド

　３月30日に高津の㈱オカムラホーム旧本社ビルで「Ｏ
ＫＡＭＵＲＡ ＳＤＧＳ ＢＡＳＥ」のオープニングイベ
ントが行われました。八千代ユネスコ協会が同社から建
物の提供を受け、地域の住民や子どもたちの居場所づく
りを通じてＳＤＧｓの貢献につながる活動を行う拠点と
して活用します。施設の利用などについての問い合わせ
は、同協会 yachiyo.unesco@gmail.comへ

　ドラッグストア「ヤックスドラッグ」を運営する㈱千
葉薬品と包括連携に関する協定を締結しました。高齢
化が進む地域課題への対策として同社で働く管理栄養
士や保健師、薬剤師などの専門職員による健康セミナ
ーの開催や災害時における物品等の提供など、幅広い
分野での連携を図ります。

春の叙勲
【旭日双光章】
▶農業振興功労　長
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おめでとうございます（敬称略）

ＯＫＡＭＵＲＡ ＳＤＧＳ ＢＡＳＥが
オープンしました

㈱千葉薬品と包括連携に関する
協定を締結しました

20

▲ あいさつする八千代ユネスコ協会齊藤
会長

▲ 服部市長と齋藤昭生代表取締役社長（右）
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